
東京都 檜原村 友澤 勇紀

【年 齢】
33歳

【出身地】
東京都目黒区

【転出元】
東京都世田谷区

【前 職】
造園業

【活動時期】
R4.8～R7.3

幼少期から、都心よりも自然豊かな環境に惹かれていま
した。田舎暮らしに憧れを抱くも、きっかけがないまます
ごす中、2012年にTV放送されたドラマ『遅咲きのヒマワ
リ』を見て、地域おこし協力隊制度の存在を知り、いつか
移住するときは、地域おこし協力隊として移住しようと
思ったことがきっかけです。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）muradukuri@vill.hinohara.Tokyo.jp
（電話番号）042-519-9556

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（檜原村地域おこし協力隊Facebook）

https://www.facebook.com/hinohara.chioko.tokyo/

ただの移住者ではなく、村民になりたいです。
村に暮らし、村で仕事をし、村と共に生き続けることが

大きな目標です。
そのために、地域の暮らしを維持するお手伝いを担って

行けたらと考えています。
また、協力隊活動の中で見出した畑わさびの栽培を軌道

に乗せるため、任期後も継続的に栽培を行っていきます。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●地域を知るための活動と人脈づくり

地域を周り、住民や村内事業者との交流をする中
で、地域の歴史背景やこれまでの地域の取り組みを
学び、現状、課題を把握する活動。
また、交流の中で人間関係を構築し、活動のバッ

クアップをしてくれる応援者をつくる活動。
地域PRイベントへの参加。

●地域特産品の生産協力と自身の㏚活動
村をあげて取り組んでいる特産品「じゃがいも」

をはじめ、その他の地域特性を活かした特産品の生
産協力。
こうした生産協力の中で、ノウハウを学び、その

地域の環境特性を学ぶ活動。
また、造園業で培った自身の経験のPR活動。

●畑わさび試験栽培
檜原村に合う新事業として、畑わさびの生産に取り
組んでいます。まだまだ課題は山積みですが、任期
後も継続して栽培に降り組んでいきます。

隊員本人の顔が
分かる写真

農業・林業
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